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合
、
精
細
た
る
研
究
の
圏
外
に
放
置
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た

J

賀
際
、

ア
ダ
ム
・
ぞ
｀
、
ス
の
土
地
所
有
形
態
論

-
＝
五
二

こ
の
小
論
に
お
い
て
私
は
課
題
と
し
て
二
つ
の
こ
と
が
ら
を
取
り
あ
げ
て
ゐ
る
。
そ
の
一
は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
土

地
所
有
形
態
論
ー
—
か
り
に
か
う
呼
べ
る
と
し
て
_
ー
ー
を
紹
介
す
る
に
あ
り
、
そ
の
二
は
こ
の
形
態
論
を
援
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
従
来
ス
ミ
ス
地
代
論
の
救
ふ
べ
か
ら
ざ
る
矛
盾
と
み
な
さ
れ
て
来
た
諸
見
解
の
中
に
包
蔵
さ
れ
て
ゐ
る
内

奥
の
意
味
を
理
解
せ
ん
と
す
る
に
あ
る
。

従
来
、

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
地
代
論
は
矛
盾
に
充
ち
た
も
の
と
し
て
定
説
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
故
に
ま
た
、
多
く
の
場

述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
地
代
に
闘
す
る
諸
規
定
は
相
互
に
撞
着
す
る
多
く
の
見
解
を
含
ん
で
ゐ
る
。
し
か
も
相
互
に
矛
盾
す

る
そ
れ
ら
の
諸
見
解
は
大
腑
に
も
聯
絲
づ
け
ら
れ
す
に
放
醤
さ
れ
て
ゐ
る
。
換
言
す
れ
ば
彼
自
身
に
よ
っ
て
は
そ
れ
ら

の
矛
盾
を
内
在
的
に
解
決
す
る
た
め
の
糸

n
す
ら
、
そ
こ
に
は
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
し
か
し
、
私
が
こ
し
に
紹
介
し

や
う
と
し
て
ゐ
る
彼
れ
の
土
地
所
有
形
態
論
ー
ー
↓
て
れ
は
『
國
宮
論
』
第
三
簡
第
二
章
『
ロ
ー
マ
帝
國
崩
壊
後
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
菅
時
の
朕
態
に
お
け
る
農
業
の
不
振
に
つ
い
て
』
の
中
に
主
と
し
て
展
開
さ
れ
て
ゐ
る
|
ー
＇
が
少
く
と
も
そ
れ

ら
の
矛
盾
の
規
本
的
な
も
の
4

―
つ
に
封
し
て
解
決
の
糸
口
を
輿
へ
て
ゐ
る
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
。
私
は
こ
の
糸
口
を

ま

し

が

き

『
國
富
論
』
第
一
節
に
限
つ
て
い
へ
ば
、
そ
こ
で

第

二

巻

第

二

賊

一
六
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ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
の
土
地
所
有
形
態
論

る
に
す
ら
至
っ
た
。

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
土
地
の
地
代
に
諭
及
す
る
に
先
立
つ
て
、

會
的
條
件
を
説
明
し
て
ゐ
る
、
ー
ー

、
＂
ヽ
ヽ
畜
。
、
、
、
＂
、
、
薔
ヽ
、
、
、
、

『
る
國
の
土
地
が
悉
く
私
有
財
産
と
な
る
や
否
や
、

く
し
て
刈
取
る
こ
と
を
欲
す
る
。
ま
た
土
地
の
自
然
的
産
物
に
到
し
て
す
ら
、
地
代
を
要
求
す
る
。
か
く
て
森
林
の
木

材
、
原
野
の
牧
草
、
土
地
の
天
然
的
果
賓
の
す
べ
て
が
、
嘗
つ
て
土
地
の
共
有
が
行
は
れ
て
ゐ
た
時
代
に
お
い
て
は
箪

に
採
集
の
努
苦
を
さ
へ
彿
へ
ば
労
働
者
の
手
中
に
蹄
し
た
に
拘
ら
す
、
い
ま
や
努
働
者
に
と
つ
て
す
ら
、

①

土

地

所

有

進
め
や
う
と
す
る
に
あ
る
。

一
般

ス
ミ
ス
の
土
地
所
有
形
態
論

第
l

l

巻

第

二

絨

一
六

一
個
の
附
加

地
主
も
亦
他
の
す
べ
て
の
人
々
と
同
様
、
自
ら
は
播
く
こ
と
な

三
五
三

云
奴
に
地
代
の
問
題
が
問
題
と
さ
れ
う
る
た
め
の
社

手
緑
り
つ
ヽ
あ
る
間
に
ス
ミ
ス
の
地
代
論
は
、
そ
の
包
蔵
す
る
矛
屑
の
故
に
、
教
ふ
る
と
こ
ろ
却
つ
て
大
な
る
を
感
す

要
す
る
に
こ
の
小
論
の
目
的
は
従
来
棄
て
＼
願
み
ら
れ
な
か
っ
た
ス
ミ
ス
地
代
論
へ
の
理
解
を
内
面
的
に
一
歩
押
し



社
會
的
條
件
の
成
立
す
る
に
及
ん
で
始
め
て
問
題
た
り
う
る
こ
と
を
規
定
し
て
ゐ
る
e

と
こ
ろ
で
こ
4
に
留
意
す
べ
き

私
有
で
は
た
く
、
そ
の
全
閤
に
互
る
普
遍
的
な
私
有
を
意
味
す
る
と
い
ふ
貼
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
社
會
的
條
件
の
下

に
お
い
て
は
、

そ
の
國
の
土
地
と
い
ふ
土
地
は
た
と
ヘ
一
片
と
い
へ
ど
も
｀
農
業
者
の
自
由
な
る
使
用
に
は
委
ね
ら
れ

ぬ
で
あ
ら
う
。
如
何
な
る
一
片
の
土
地
の
使
用
に
つ
い
て
す
ら
、
農
業
者
は
い
ち
／
＼
地
主
の
承
昧
を
受
け
ね
ば
な
ら

ぬ
で
あ
ら
う
、
一
方
、
地
、
王
の
側
に
は
、
農
業
者
の
土
地
使
用
を
承
諜
し
、
ま
た
は
禁
止
す
る
絶
封
的
植
力
が
賦
典
さ
れ

る
で
あ
ら
う
。
か
く
て
、
農
業
者
は
、
地
主
の
か
く
の
如
き
樅
力
を
克
服
す
る
必
要
上
、

ひ
を
約
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
故
に
、
か
し
る
も
の
と
し
て
、
地
代
は
、
農
業
者
の
使
用
す
る
一
切
の
土
地
に
釘
し

て
支
彿
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
換
言
す
れ
ば
、
た
と
へ
耕
境
の
劣
等
地
と
い
へ
ど
も
、
少
く
と
も
そ
れ
が
農
業

者
の
使
用
に
委
ね
ら
れ
て
ゐ
る
限
り
、
そ
こ
に
は
地
代
が
生
中
る
。
こ
の
黙
、
土
地
所
有
並
び
に
地
代
に
闘
す
る
一
般
的

こ
と
は
、

ス
ミ
ス
が
地
代
褻
生
の
前
提
と
な
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
土
地
私
有
と
は
、

と
も
か
く
も
一
定
額
の
支
彿

一
國
の
何
れ
か
部
分
的
な
土
地
の

こ
の
一
章
句
は
地
代
の
問
題
が
、

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
土
地
所
有
形
態
論

の
も
の
、
以
下
す
べ
て
同
じ
。
）

第

二

巻

三
五
四

的
債
格
を
含
む
に
至
る

C

努
働
者
は
、
こ
れ
ら
の
採
集
の
許
可
を
う
け
る
た
め
に
、
一
定
の
代
憤
格
を
支
彿
ひ
、
そ
の

努
働
に
よ
っ
て
採
集
し
、
ま
た
は
生
産
し
た
も
の
＼
一
部
を
地
主
に
封
し
て
提
供
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
』

．．．．．． 
（
傍
貼
は
私

一
國
の
土
地
の
悉
く
が
社
會
の
特
定
の
人
々
の
私
有
財
産
と
な
る
が
如
き
一
定
の

第

二

聾

一
六
四

.1) Adam Smith. The wealth of Nations, edited by Edwin Canmn, 
BK. I. Chap. VI. p. 51. 竹内謙二課改造社版 184頁。
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の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
。
ー
ー

あ
ら
う
。

第

二

巻

第

二

跛

一
六
五

彼
れ
の
最
も
卓
越
せ
る
後
糠
者
デ
ビ
イ
ド
・
リ
カ
ア
ド
の
見
解
と
到
照
し
て
み
や
う
。
附
者
の
間
に
は
根
本
的
に
見

解
の
相
異
が
什
す
る

9

リ
カ
ア
ド
に
あ
っ
て
は
、
た
と
へ
現
に
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
土
地
の
中
で
も
、
耕
境
の
劣
等
地
に

あ
っ
て
は
地
代
は
存
在
し
た
い
、

と
樹
力
主
張
さ
れ
る
。
こ
の
黙
、

は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
な
が
ら
、

リ
カ
ア
ド
の
耕
境
地
無
地
代
の
理
諭
、
す
な
は
ち
差
額
地
代
の
み
に
限
定
さ
れ
た

彼
れ
の
理
論
に
あ
っ
て
は
、
意
識
的
に
か
、
無
意
識
的
に
か
、
耕
境
地
及
び
耕
境
地
以
下
の
劣
等
地
は
す
べ
て
各
人
の

自
由
な
る
虚
分
に
委
ね
ら
れ
る
も
の
と
仮
定
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
、
し
か
し
、
全
く
恣
意
的
な
仮
定
で
あ
り
、

を
以
つ
て
直
ち
に
わ
れ
／
＼
の
理
論
的
努
作
の
完
全
な
る
出
褻
黙
と
た
す
こ
と
は
で
き
ぬ
。
む
し
ろ
、
わ
れ
／
＼
は
ス

、t
ス
の
現
質
的
な
方
法
ー
ー
ー
た
と
へ
彼
は
理
論
の
一
貫
性
を
充
分
に
保
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
は
い
へ
、
少

く
と
も
そ
の
理
論
の
中
に
現
質
の
基
本
的
な
計
會
的
條
件
を
見
落
す
ま
い
と
努
力
し
た
そ
の
用
意
ー
！
ー
に
躾
ぶ
べ
き
で

ス
ミ
ス
は
、

以
上
に
述
べ
た
如
く
、

土
地
所
有
を
す
べ
て
の
土
地
到
す
る
所
有
と
し
て
規
定
し
て
ゐ
る
。
す
な
は
ち

土
地
所
布
の
獨
占
を
規
定
し
て
ゐ
る
。
し
か
も
こ
の
規
定
は
厳
然
た
る
歴
史
的
事
質
に
従
ふ
も
の
で
あ
る
。
彼
自
身
次

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
土
地
所
有
形
態
論

規
定
に
お
け
る
彼
れ
の
重
要
た
る
特
質
で
あ
る
。

ス
ミ
ス
に
報
し
根
本
的
な
相
異
を
示
す
も
の
と
言

三
五
五

こ
れ



社
會
的
條
件
の
中
に
求
め
て
ゐ
る
か
を
理
解
し
た
い
と
息
ふ
。

こ
の
混
乱
に
乗
じ
て
、
こ
れ
ら
の
諸
民
族
の
酋
長
及
び
巨
頭
は
こ
れ
ら
の
謹
國
の
土
地
の
大

部
分
を
獲
得
し
た
。
ま
た
纂
奪
し
た
。
こ
れ
ら
の
土
地
の
大
部
分
は
未
だ
耕
作
さ
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
、
そ

畜
ヽ
~
。
、
、
、
、
、
、
書
。
、
、
、
｀
奮
ヽ
ヽ
竃
ヽ
、
、
、
、
、
、
．
、
ヽ
ヽ

0

、
、
、
"
‘
、
、
、

の
何
れ
の
部
分
と
い
へ
ど
も
、
す
た
は
ち
既
耕
地
た
る
と
未
耕
地
た
る
と
を
問
は
中
、
所
布
者
な
し
に
放
謹
さ
れ
る
こ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。
、
、
、
。
、
、
冨
＂
、
、
、
、
、
畜
ヽ
、
、
、
、
、
、
、
、
。
ヽ
ヽ
ヽ
ゎ

と
は
な
か
っ
た
。
然
り
、
そ
の
悉
く
の
部
分
が
痙
断
さ
れ
た
。
大
部
分
は
少
数
の
大
所
有
者
に
よ
っ
て
領
有
さ
れ
た
。
』

つ
て
混
趾
が
濃
起
し
た
。

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
土
地
所
有
形
態
論

『
ゲ
ル
マ
ン
及
び
シ
、
ア
の
諸
民
族
が
ロ
ー
マ
帝
國
の
西
部
諸
領
を
蹂
躙
す
る
や
、

こ
の
大
革
命
後
の
数
世
紀
に
亘

こ
れ
は
『
國
富
命
』
第

1

二
篇
中
の
一
章
句
で
あ
る
が
、
わ
れ
／
＼
は
こ
れ
に
よ
っ
て
、
前
掲
第
一
節
一
章
句
の
中
で

畜
ヽ
畜
ヽ

0
"

ヽヽ

彼
が
『
悉
く
の
土
地
が
：
；
…
』
と
言
っ
て
、
こ
と
さ
ら
に
土
地
所
有
の
獨
占
を
規
定
し
て
ゐ
る
こ
と
が
如
何
に
歴
史
的

事
寅
の
考
慮
に
甚
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
そ
し
て
ま
た
彼
が
常
に
理
倫
的
努
作
の
前
提
を
か
4

る
現
質
的
な

以
上
に
い
は
ゞ
土
地
所
有
一
般
に
つ
い
て
の
ス
ミ
ス
の
概
念
規
定
を
見
た
。
そ
れ
は
し
か
し
、
飽
く
ま
で
も
一
般
な

規
定
で
あ
っ
て
、
歴
史
的
に
そ
れ
ん
＼
特
殊
な
形
態
を
と
つ
て
現
は
れ
る
と
こ
ろ
の
具
憫
的
な
士
地
所
有
に
つ
い
て
の

規
定
で
は
な
い
。
し
か
る
に
、
従
来
の
ス
ミ
ス
研
究
に
お
い
て
は
、

た
ゞ
、

い
な
彼
れ
の
地
代
論
の
研
究
に
お
い
て
さ
へ
も
、

こ
の
一
般
的
規
定
だ
け
が
取
扱
は
れ
た
に
す
ぎ
ぬ
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
や
が
て
ス
ミ
ス
地
代
諭
へ
の
皮
相
的

第

二

巻

五六

第

二

撃

↓ヽ
1

ヽ

-

J

/

プ

.2) Adam Smith, ibid. BK. III. Chap. II. p. 360.邦謀中巻 24頁



定
を
見
や
う
。
こ
れ
に
よ
り
て
や
が
て
ス
ミ
ス
地
代
論
の
理
解
は
一
歩
押
し
進
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
と
信
す
る
。

封

建

的

土

地

所

有

ス
ミ
ス
は
上
掲
の
一
章
句
に
お
い
て
士
地
所
有
は
一
般
に
土
地
所
有
の
獨
占
で
あ
る
こ
と
を
歴
史
に
照
ら
し
て
明
瞭

に
し
た
後
で
、

さ
て
か
＼
る
も
の
と
し
て
の
土
地
所
有
が
そ
の
成
立
以
来
幾
多
の
形
態
愛
化
を
遂
げ
て
来
た
こ
と
を
叙

述
し
て
ゐ
る
。
ま
た
か
＼
る
形
態
愛
化
が
如
何
な
る
必
然
性
に
媒
介
さ
れ
て
ゐ
る
か
を
も
論
じ
て
ゐ
る
。

の
三
形
態
を
明
瞭
に
甑
別
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
ら
の
請
形
態
を
歴
史
的
な
褻
展
の
順
序
に
従
っ
て
列
畢
す
れ
ば

く
で
あ
る
。
（
一
）
封
建
的
大
土
地
所
有
、
（
二
）
分
盆
小
作
農
制
、
(
-
―
-
）
資
本
主
義
的
土
地
所
有
。
以
下
に
そ
の
各
々
に

つ
い
て
ス
ミ
ス
の
述
ぶ
る
と
こ
ろ
を
見
や
う
。

ま
づ
封
建
的
土
地
所
有
に
つ
い
て
。
ー
ー
_
そ
の
特
質
を
ス
ミ
ス
は
次
の
諸
章
句
に
お
い
て
規
定
し
て
ゐ
る
。

『
ョ
ー
ロ
ツ
。
ハ
薔
時
の
朕
態
に
お
い
て
は
、

の
借
地
人
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
す
べ
て
、
或
ひ
は
殆
ん
ど
す
べ
て
、
奴
隷
で
あ
っ
た
。
と
は
い
へ
、
彼
等
の
奴
隷
的
欣

、
、
、
、
、

態
は
、
古
代
ギ
lJ
シ
ャ
及
び
ロ
ー
マ
人
の
間
に
行
は
れ
た
も
の
に
較
べ
る
と
、
割
合
に
寛
大
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
主
人

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
土
地
所
有
形
態
論

(2) 

た
理
解
を
結
果
せ
し
め
て
ゐ
る
か
に
考
へ
ら
れ
る
。
で
、

第

二

巻

一
歩
を
進
め
て
、
土
地
所
布
に
闘
す
る
彼
れ
の
特
殊
的
な
規

土
地
の
占
有
者
は
す
べ
て
地
主
の
意
志
通
り
に
虞
分
さ
れ
う
る
と
こ
ろ

三
五
七

第

二

戟

一
六
七

次
の
如

ス
ミ
ス
は
次



.

.
 、
、
、
、
。
.
、
、
、
、
畜
ヽ
、
、
、
、
、
。
、
、
、

『
こ
れ
ら
の
借
地
人
は
｀
財
産
を
獲
得
す
る
こ
は
で
き
た
か
っ
た
。
彼
等
の
捜
得
し
た
も
の
は
そ
の
何
た
る
を
問
は

す
主
人
の
掌
中
に
牧
め
ら
れ
た
。

主
人
は
彼
等
か
ら
勝
手
に
取
り
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
』

ヽ
畜
ヽ
、
、
。
、
、

0
0

、
。
、
.
、
"
、
、
、
、
＂
。
~
、
、
畜
ヽ
畜

の
所
有
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
耕
作
も
、
改
良
も
、

主
人
の
利
盆
の
た
め
に
行
は
れ
た
。
か
く
て
、
奴
隷
は
日
々
の

~
、
、
、

0

畜
。
、
、
、
畜
ヽ

0
0

、
、
畜
ヽ
ヽ
ヽ

.

.
 、~
。
、
曾
ヽ
、
、
ー
・

生
活
維
持
に
必
要
な
る
も
の
以
外
に
は
何
物
も
獲
得
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
』

會
ヽ
‘
‘
、
、
、
、
。
、
、
、
、
.
‘
、
、
。
、
、
‘
`
‘
、
。
、
、
、
、
富
ヽ
、

．
。
、
、
畜
畜
ヽ
、
、
・
、

『
奴
隷
が
彼
自
身
の
生
活
維
持
に
必
要
な
る
も
の
を
か
つ
／
＼
に
獲
得
し
う
る
以
上
に
行
ふ
と
こ
ろ
の
餘
分
の
仕
事

。
、
、
、
.
、
、
、
。
、
。
。
、
、
、
、
、
、
＂
"
‘
、
、
。
、
、
。
、
、
。
、
、

"

0

、、
-9

は
、
彼
自
身
の
利
益
の
た
め
に
で
は
な
く
、

尊
ら
暴
力
に
よ
っ
て
奴
隷
の
手
許
か
ら
奪
ひ
と
ら
れ
た
。
』

『
か
と
る
奴
諄
に
よ
っ
て
き
ま
れ
る
耕
作
並
び
に
改
良
の
す
べ
て
は
、
も
と
！
＼
彼
等
の
主
人
の
計
算
に
基
く
も
の

、
、
、
。
、
、
、
富
ヽ
、
、
、
富
ヽ
ヽ
、
、
畜
ヽ
、
、

で
あ
っ
た
し
す
べ
て
が
主
入
の
費
用
に
お
い
て
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
種
子
も
、
家
畜
も
、

農
具
も
、
こ
れ
ら
は
主
人

、
・
・
、
・
・
、
、
．
、
｀
ヽ
・
。
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
・
、
・
、
・
、
、

の
所
有
物
と
い
ふ
よ
り
、
直
接
的
に
は
む
し
ろ
主
人
の
所
有
地
に
隷
恥
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
た
。
従
っ
て
彼
等
は
土

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
土
地
所
有
形
態
論

地
と
一
緒
に
な
ら
ば
賣
却
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
け
れ
ど
も
、

で
あ
る
。
』

土
地
と
切
り
離
し
て
訟
以
却
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の

こ
こ
で
こ
れ
ら
す
ぺ
て
の
引
用
文
を
要
約
し
て
み
や
う
。
封
建
的
大
土
地
所
有
の
下
に
お
け
る
農
業
閥
係
並
び
に
地

代
の
特
質
は
ほ
ぼ
明
瞭
で
あ
る
。
ま
づ
直
接
的
生
産
者
と
し
て
の
農
民
は
、
大
土
地
所
有
者
と
し
て
の
領
主
に
よ
っ
て

そ
の
領
土
に
緊
綽
せ
ら
れ
て
ゐ
た

3

そ
し
て
土
地
の
附
恥
物
と
し
て
た
だ
領
‘
王
の
た
め
に
貢
租
の
生
産
に
従
事
し
た
。

第

二

巻

三
五
瓜

第

二

蒙

一
六
入

3) Adam Smith, ibid. BK. III. Chap. II. p. 363. 
4) Adam Smith, ibid. BK. III. Chap. II. p. 364. 
5) Adam Smith, ibid. BK. III. Chap. II. p. 364. 
6) Adam Smith, ibid, BK. III. Chap. II. p. 864. 
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か
し
る
事
態
は
一
つ
に
封
建
的
大
土
地
所
有
の
直
接
の
自
己
表
現
と
し
て
の
『
暴
力
』
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
こ
と
が

で
き
た
。
直
接
的
生
産
者
は
、

こ
の
『
暴
力
』
の
上
に
統
御
せ
ら
れ
、

租
と
し
て
、
彼
等
の
か
つ
／
＼
の
生
活
資
料
以
上
の
一
切
の
過
剰
生
産
物
を
、
若
し
く
ば
過
測
努
働
を
『
勝
手
に
』
奪

び
と
ら
れ
た
。
如
何
に
し
て
地
代
が
土
地
所
有
者
の
手
中
に
蹄
す
る
か
の
問
題
は
、

の
特
質
た
る
直
接
的
『
暴
力
』
の
作
用
に
よ
っ
て
解
決
せ
ら
れ
る
c

従
っ
て
特
に
わ
れ
／
＼
の
珊
論
的
分
杯
を
要
求
す

る
も
の
と
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
以
上
の
ス
ミ
ス
の
叙
述
を
以
つ
て
し
て
は
、
土
地
所
有
が
こ
の
場
合
如
何
に
し
て

か
し
る
『
暴
力
』
を
行
使
し
う
る
か
の
基
礎
は
明
か
に
さ
れ
て
ゐ
な
い
、

建
建
的
大
土
地
所
有
に
つ
い
で
新
た
な
る
士
地
所
有
の
一
形
態
が
生
れ
た
。
そ
れ
は
分
盆
小
作
農
制
で
あ
る
。

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
土
地
所
有
形
態
論

第

二

巻

第

二

琥

一
六
九

彼
は
こ
の
新
た
た
る
形
態
の
生
成
並
び
に
そ
の
特
質
に
つ
い
て
述
べ
る
。

＂
~
~
、
、
、
、
~
~
、
＂
~
~
~
ヽ
畜
ヽ
、
、
畜
ヽ
、
、
、
、
。
、
。
、
畜
畜
畜
畜
畜
~
ヽ
畜
畜
"

『
往
時
の
奴
隷
耕
作
者
に
つ
い
で
、
現
在
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
分
盆
小
作
人
の
名
稲
に
よ
っ
て
知
ら
る
ゞ
一
種
の
小

。
、
、
、
畜
畜
畜
畜
~
畜
~
畜
ヽ
ヽ
ヽ

作
農
業
者
が
漸
次
現
は
る
し
に
至
っ
た
。
し
か
し
彼
等
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
す
で
に
す
つ
と
以
前
に
そ
の
跡

③

分

盆

小

作

農

制

杯
を
要
求
す
る
こ
と
が
ら
で
は
あ
る
が
。

こ
の
『
暴
力
』
の
下
に
あ
ら
ゆ
る
形
態
で
の
貢

こ
の
場
合
、
封
建
的
大
土
地
所
有

こ
れ
こ
そ
、
切
賓
に
わ
れ
／
＼
の
四
論
的
分

三
五
九

さ
て



以
上
の
引
用
文
に
よ
っ
て
分
益
小
作
農
制
の
特
質
を
み
や
う
。

こ
し
で
は
腹
接
的
生
産
者
は
も
は
や
奴
隷
で
な
く
、

解
放
さ
れ
た
獨
立
の
自
由
民
で
あ
る
。
彼
は
ま
だ
一
切
の
農
耕
手
段
を
地
主
に
よ
つ
て
提
供
さ
れ
て
は
ゐ
る
が
、
し
か

、
、
。
、
、
、
~
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。
、
、
、
、
、
、
~
、
、
。
、
、
．
、
、
＂
富
ヽ
~
、
、
、
。
、

0

、

は
何
等
の
資
本
を
も
有
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
彼
は
地
主
に
よ
つ
て
提
供
さ
れ
る
こ
の
に
よ
つ
て
の
み
耕
す
こ
と
が
で

、
、
~
、
、
"
。
、
.
、
言
ヽ
ヽ
、
、

0
"

ヽ
、
、
、
、
、
、
。
、
。
、
、
~
、
、
、
，

き
た
。
従
つ
て
彼
は
フ
ラ
ン
ス
の
所
謂
分
盆
小
作
人
た
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
』

畜
。
、
、
、
、
＂
、
、
、
、
。
、
言
ヽ
、
、
、
、
、
、
、
盲
ヽ
、
、
、
、
、
、
、
、
＂
、
、
、
、
、
、

『
農
奴
は
解
放
さ
れ
た
。
そ
の
時
、
彼
等
の
土
地
を
引
き
つ
づ
き
占
有
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
し
か
し
、
彼
自
ら

し
え
ざ
る
奴
隷
は
、
自
己
の
生
活
維
持
に
必
要
な
る
も
の
以
上
に
は
、

0
"
 

こ
と
に
よ
っ
て
自
己
の
安
楽
を
求
め
る
。
』

土
地
の
生
南
物
を
で
き
る
だ
け
少
か
ら
し
め
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。
、
、
、

る
こ
と
に
明
白
な
る
利
害
を
有
す
る
。
こ
れ
に
反
し
、
自
已
の
生
活
紺
持
に
必
要
な
る
も
の
以
外
に
内
何
物
を
も
獲
得

畜
ヽ
ヽ
、
、
、
、
、

0

、
、
、
畜
ヽ
ヽ
ヽ
、
、
、
、
~
、
、
、
。
、
、
、
~
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
言
ヽ
、
、
、

す
る
が
故
に
、
彼
等
自
身
の
頒
前
を
で
き
る
だ
け
大
な
ら
し
め
る
た
め
に
生
産
物
の
全
菫
を
で
き
る
だ
け
大
な
ら
し
め

ヽ
＂
、
、
、
、
畜
ヽ
ヽ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。
、
、
、
、
、
、
~
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。
、
、
、
、
、

作
農
業
者
は
自
由
民
で
あ
る
が
故
に
、
財
産
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
ま
、
ま
た
士
地
の
生
産
牧
の
一
定
の
頒
前
に
参
輿

、
、
"
、
、
、
、
、
、

『
か
く
の
如
き
小
作
農
業
者
は
奴
隷
と
は
極
め
て
即
著
な
る
本
質
的
差
異
を
有
つ
て
ゐ
る
。
す
た
は
ち
こ
れ
ら
の
小

、
、
畜
ヽ
言
ヽ
ヽ
・
ヽ
、
、
、
、
畜
ヽ
、
、
、
、
、
。
、
、
言
ヽ
ヽ
、
、
、
~
、
、
、
~
ヽ
畜
ヽ
畜
＂
ヽ
＂
、
。
、

本
を
小
作
農
毀
行
に
代
供
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
生
産
物
は
資
本
の
維
持
に
必
要
で
あ
る
と
判
斯
さ
れ
る
部
分
を
除
い

、
、
、
會
ヽ

0
"
、
、
、
、
、
、
、
"
ヽ
．
、
。
、
、
、
ヽ
ヽ
7

て、

t
地
の
所
有
行
と
小
作
農
業
者
と
の
間
に
全
部
を
平
等
に
分
配
し
た
。
』

、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
．
、
＂
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
・
・
、
、
・
、
、

を
絶
つ
て
ゐ
る
。
…
…
土
地
の
所
有
者
は
種
子
、
家
畜
、
及
び
農
具
の
如
き
、
農
場
の
耕
作
に
必
要
な
る
す
べ
て
の
資

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
土
地
所
有
形
態
論

第

二

巻

一六

0

第

二

琥

一
七
〇

7) Adam Smith, ibid. BK. III. Chap. II. p. 365. 
8) Adam Smith, ibid. BK. III. Chap. II. p. 365. 
9) Adam Smith, ibid. BK III. Chap. II. p. 366. 
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第
1

一
巻

る
。
こ
の
こ
と
は
ス
ミ
ス
が
分
盆
小
作
農
制
を
以
つ
て
奴
隷
解
放
の
後
に
現
は
れ
、

二
六

は
も
は
や
暴
力
的
に
地
代
を
強
取
す
る
こ
と
の
で
き
る
封
建
的
大
士
地
所
有
の
身
分
に
は
居
な
い
。

第

二

競

一
七

L
、
部
分
的
に
は
彼
自
身
の
利
盆
に
基
い
て
排
作
を
行
ふ
。
す
な
は
ち
箪
な
る
努
働
者
の
資
格
に
お
い
て
で
は
な
く
、

自
ら
一
個
の
企
業
者
た
る
資
格
に
お
い
て
、
生
産
物
か
ら
の
一
定
の
頒
前
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
地
主

土
地
所
打
者
と
喧
接
的
生
産
者
と
の
間
に
生
長
し
て
来
た
か
く
の
如
キ
＿
新
た
な
る
闘
係
は
、
し
か
し
た
が
ら
、
も
と
も

と
封
建
的
大
士
地
所
布
と
資
本
主
義
的
土
地
所
有
と
の
間
に
介
在
す
る
箪
な
る
過
渡
的
形
態
に
す
ざ
ぬ
と
解
さ
れ
て
ゐ

い
ま
な
ほ
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は

見
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
す
で
に
遠
き
以
前
に
跡
を
絶
つ
に
至
っ
た
と
言
っ
て
ゐ
る
に
微
し

て
明
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
つ
き
連
ん
で
そ
の
闘
聯
を
考
へ
て
み
る
な
ら
ば
、
農
奴
の
解
放
後
自
由
な
る
生
産
者
と
化
し

た
分
益
小
作
人
が
、
引
き
つ
づ
き
分
盆
制
度
の
下
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
理
由
は
、

所
有
制
の
遺
物
と
し
て
の
彼
等
の
本
来
的
な
窮
乏
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

―
つ
に
封
建
的
大
土
地

い
ま
彼
等
の
手
中
に
分
盆
制
度
に
よ
つ
て

始
め
て
可
能
と
な
っ
た
と
こ
ろ
の
蓄
精
が
行
は
れ
る
か
、
も
し
く
ば
他
の
部
面
か
ら
の
資
本
の
流
入
が
行
は
れ
る
か
す

る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
必
然
的
に
資
本
、
主
義
的
小
作
制
度
へ
と
轄
化
せ
ざ
る
を
え
ぬ
で
あ
ら
う
。
彼
は
よ
く
分
盆
小
作
農

制
の
過
渡
的
性
質
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。

ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
の
土
地
所
有
形
態
論



h
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
か
ら
。

分
盆
小
作
農
制
の
過
渡
的
性
質
を
指
摘
し
た
ス
、
し
ス
は
か
く
て
お
も
む
ろ
に
資
本
主
義
的
小
作
制
度
に
論
を
進
め
る

ヽ
0

、
畜
ヽ
。
。
、
、
盲
ヽ
ヽ
‘

‘

`

0

、
、
、
、
、
、
0

0

、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
。
、
、
、
、
、

『
こ
の
種
の
借
地
脳
係
の
後
を
極
め
て
除
々
に
樅
承
し
た
も
の
は
、
自
已
の
資
本
を
以
つ
て
土
地
を
耕
し
地
主
に
一

＂
畜
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
言
ヽ
言
ヽ
、
、
。
、
、
、
｀
ヽ
。
、
富
ヽ
ヽ
ヽ
言
ヽ
ヽ
、
、
、
、

定
の
地
代
を
支
持
ふ
と
こ
ろ
の
、
館
に
小
作
農
業
者
と
呼
ば
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
Ol

』

(4) 

資
本
主
義
的
土
地
所
有

だ
が
こ
＼
で
ス
ミ
ス
が
『
確
に
小
作
農
業
者
と
呼
ば
る
で
き
も
の
』
と
倣
し
て
ゐ
る
耕
作
者
は
彼
自
身
疸
接
的
な
耕

作
者
で
あ
る
。
わ
れ
／
＼
は
こ
れ
を
以
て
館
の
小
作
農
業
苓
と
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ら
う
。
た
ぜ
た
ら
買
の
小

作
農
業
者
と
は
農
業
に
必
要
な
る
資
本
の
所
有
者
で
あ
る
と
し
も
に
、

さ
ら
に
ま
た
農
業
努
働
者
の
使
用
者
で
も
た
け

わ
れ
／
＼
は
ス
ミ
ス
の
経
洲
史
的
研
究
ー
~
『
國
富
論
』
第
三
編
ー
|
か
ら
こ
れ
以
上
詳
細
た
る
叙
述
を
見
出
す
こ
と

、、

は
で
き
ぬ
。
こ
れ
は
賞
時
の
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
の
殺
逹
の
未
熟
な
る
朕
態
に
お
い
て
、
換
言
す
れ
ば
農
地
固
込

畜
ヽ
ヽ
ヽ
、
、

み
運
動
の
初
期
の
朕
態
に
お
い
て
、
不
可
避
的
で
あ
っ
た
と
言
へ
や
う

J

し
か
し
彼
は
た
だ
一
言
、
『
富
裕
な
る
大
小

岱
羹
羹
芥
bu
が
、
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
に
お
い
て
よ
り
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
最
も
多
く
存
在
す
る
事
賓
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。
そ
し

て
こ
の
富
裕
な
る
大
小
作
農
業
者
こ
そ
は
お
そ
ら
く
資
本
主
義
的
小
作
農
業
者
を
指
し
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
。
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ダ
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形
態
論

第

二

巻

一六

第

二

琥

七

10) Adam Smith, ibid. BK. III. Chap. II. p. 367. 
11) Adam Smith, ibid. BK. Ill. Chap. II. p. 370. 

邦諜中巻 38頁
邦繹中巻 45頁

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



し
か
る
に
彼
は
『
國
富
論
』
第
一
編
に
お
い
て
純
粋
の
資
本
主
義
的
農
業
者
を
、
し
か
も
紛
れ
も
た
い
姿
に
お
い
て
、

登
場
せ
し
め
て
ゐ
る
。
そ
の
一

章
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を
引
用
し
て
み
や
う
。

、

、

、

、

、

、

、

、

、

＂
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＂
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例
へ
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穀
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の
憤
格
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部
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は
地
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地
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使
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れ
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努
働
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冒
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、
、

"

,

4

…
…
の
賃
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…
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彿
ひ
、
第
三
の
部
分
は
小
作
農
業
者
の
利
潤
を
支
彿
ふ
。
』

こ
し
で
彼
は
資
本
の
回
牧
部
分
を
看
過
し
て
ゐ
る
。

局
に
お
い
て
ま
た
地
代
と
努
賃
と
利
潤
と
に
分
解
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
ゐ
る
。
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ま
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じ
な
い
で
あ
ら
う
。
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の
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／
＼
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＂
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＂
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述
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の
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憤
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れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
か
ら
。

分
盆
小
作
幾
制
の
過
渡
的
性
質
を
指
摘
し
た
ス
ミ
ス
は
か
く
て
お
も
む
ろ
に
資
本
主
義
的
小
作
制
度
に
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を
進
め
る
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種
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の
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菖
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の
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こ
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作
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と
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も
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あ
っ
た
01

』

(4) 

ア
ダ
ム

―

•
ス
ミ
ス
の
土
地
所
有
形
態
論

資
本
主
義
的
土
地
所
有

だ
が
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で
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が

『
館
に
小
作
農
業
者
と
呼
ば
る
で
き
も
の
』
と
倣
し
て
ゐ
る
耕
作
者
は
彼
自
身
直
接
的
な
耕

作
者
で
あ
る
。
わ
れ
／
＼
は
こ
れ
を
以
て
箕
の
小
作
農
業
者
と
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ら
う
。
な
ぜ
た
ら
冥
の
小

作
農
業
者
と
は
農
業
に
必
要
た
る
資
本
の
所
有
者
で
あ
る
と
し
も
に
、

さ
ら
に
ま
た
農
業
努
働
者
の
使
用
者
で
も
た
け

わ
れ
／
＼
は
ス
ミ
ス
の
経
済
史
的
研
究
ー
『
國
富
論
』
第
三
編
ー
|
か
ら
こ
れ
以
上
詳
細
た
る
叙
述
を
見
出
す
こ
と

は
で
き
ぬ
。
こ
れ
は
賞
時
の
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
の
登
逹
の
未
熟
な
る
欣
態
に

お
い
て
、

換
言
す
れ
ば
農
地
固
込

、
、
、
、
、
、

み
運
動
の
初
期
の
欣
態
に
お
い
て
、
不
可
避
的
で
あ
っ
た
と
言
へ
や
う

J

し
か
し
彼
は
た
だ
一
言
、
『富
裕
た
る
大
小

岱
翫
｛
芥
bu
が
、
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
に
お
い
て
よ
り
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
最
も
多
く
存
在
す
る
軍
質
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。
そ
し

て
こ
の
富
裕
な
る
大
小
作
農
業
者
こ
そ
は
お
そ
ら
く
資
本
主
義
的
小
作
農
業
者
を
指
し
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
。
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階
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そ
れ
以
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の
階
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牧
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は
何
れ
も
結
局
に
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い
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こ
れ
ら
三
階
級
の
牧
入
よ
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痰
生
す
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す
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、
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に
利
潤
に
よ
り
衣
食
す
る
人
々
に
到
し
て
、
そ
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／
＼
牧
入
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構
成
す
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。
こ
れ
こ
の
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に
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れ
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階
級
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、
す
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よ
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食
す
る
人
々
、
賃
銀
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す
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す
で
に
本
編
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六
章
に
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べ
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く
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の
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す
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は
ち
土
地
の
地
代
、
努
働
の
賃
銀
、
並
び
に
資
本
の

容
に
留
意
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と
に
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各
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の
土
地
及
び
努
働
の
年
々
の
生
産
物
の
全
部
、
ま
た
は
結
局
こ
れ
と
同
一
物
た
る
該
生
産
物
の
全
憤
格
は
、

し
か
る
に
彼
は
『
國
富
論
』
第
一
編
に
お
い
て
純
粋
の
資
本
主
義
的
農
業
者
を
、
し
か
も
紛
れ
も
た
い
姿
に
お
い
て
、

登
場
せ
し
め
て
ゐ
る
。
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の
一
章
句
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し
て
み
や
う
。
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憤
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西
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彿
ひ
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第
三
の
部
分
は
小
作
農
業
者
の
利
澗
を
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彿
ふ
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こ
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彼
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資
本
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部
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看
過
し
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ゐ
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。
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直
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分
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な
る
部
分
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局
に
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い
て
ま
た
地
代
と
努
賃
と
利
潤
と
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解
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
ゐ
る
。

い
ま
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た
い
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あ
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。
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ま
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が
で
き
る
で
あ
ら
う
。

て
所
謂
小
作
農
業
者
と
は
、

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
土
地
所
有
形
態
論

こ
れ
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、

地
主
と
資
本
家
と
労
働
者
と
が
『
文
明
社
會
』
の
基
本
的
三
大
階
級
を
構
成
す
る
。
従
っ

一
定
の
地
代
を
支
彿
ふ
籾
約
を
以
つ
て
地
主
か
ら
土
地
を
借
受
け
、
彼
自
身
は
も
は
や
涯

接
に
耕
作
に
嘗
ら
す
。
農
業
努
働
者
を
使
用
し
て
耕
作
に
た
づ
ら
は
し
む
る
と
こ
ろ
の
、
一
個
の
安
本
家
的
小
作
農
業
者

た
ら
ざ
る
を
え
ぬ
。
そ
し
て
彼
自
身
は
箪
な
る
利
洞
取
得
者
で
あ
る
。
勿
論
、
賞
時
の
砒
會
朕
態
に
お
い
て
『
こ
れ
ら
の

一
二
種
の
牧
入
が

．．．．．． 
同
一
人
に
蹄
局
す
る
』
こ
と
、
従
っ
て
ま
た
『
そ
の
種
別
が
往
々
に
し
て
相
互
に
混
同
さ
れ
、
少
＜

と
も
通
常
の
用
語
の
上
で
混
同
さ
れ
勝
ち
』
で
あ
っ
た
こ
と
は
不
可
避
的
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼

は
埋
論
的
た
用
語
は
そ
の
内
容
に
お
い
て
慣
習
的
な
用
語
と
厳
密
に
襄
別
さ
る
ぺ
き
こ
と
を
主
張
し
て
ゐ
る
。
か
く
て

わ
れ
／
＼
は
理
論
的
に
は
彼
が
飽
く
ま
で
も
衰
本
家
と
努
働
者
と
地
主
と
の
三
大
階
級
が
純
粋
に
到
立
し
て
ゐ
る
と
こ

ろ
の
、
抽
象
的
に
考
へ
ら
れ
た
資
本
主
義
社
會
の
岡
象
に
立
脚
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
ゐ
る
こ
と
を
看
取
す
る
こ
と

さ
て
土
地
所
有
は
か
4

る
祉
會
岡
象
の
下
に
お
い
て
如
何
な
る
形
態
を
と
る
で
あ
ら
う
か
。

地
代
は
、

い
ま
や
、
封
建
的
祉
會
に
お
け
る
如
く
暴
力
的
強
取
に
よ
っ
て
し
か
く
素
朴
的
に
地
主
の
手
中
に
郎
恥
す

る
こ
と
は
な
い
で
あ
ら
う
。
何
故
な
ら
封
建
的
地
代
の
素
朴
性
は
資
本
主
義
的
地
代
の
素
地
を
な
し
た
分
盆
地
代
に
お

い
て
す
で
に
本
査
的
な
菱
化
を
遂
げ
て
ゐ
る
し
、
ま
た
封
建
的
大
土
地
所
有
の
特
質
と
し
て
の
『
暴
力
』
は
、
分
益
小
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第

二

賊

1

七
五

ヽ
~
、
、
、
、
、
、
畜
＂
~
、
、
畜
ヽ
ヽ
。
、
。
、
、
＂
、
、
＂
、
、
、
、
、
＂
、
~
、
、
、
~
、
。
、

な
い
。
生
産
物
中
、
ま
た
は
、
結
局
同
じ
こ
と
に
蹄
す
る
が
、
生
産
物
の
債
格
中
、
か
り
そ
め
に
も
こ
の
頒
前
を
越
ゆ

0

、
、
、
、
、
、
畜
ヽ
ヽ
。
、
、
、
、
、
。
、
。
、
、
、
。
、
、
畜
ヽ
、
、
、
、
、
、
、
~
、
、
、
、
、
"
‘
‘

る
部
分
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
地
主
は
必
す
そ
の
悉
く
を
土
地
の
地
代
と
し
て
自
か
ら
の
手
中
に
保
留
せ
ん
と
努
め
る
。

故
に
地
代
と
は
借
地
人
が
そ
の
土
地
の
現
賓
の
朕
況
に
お
い
て
支
彿
い
う
る
最
高
の
憤
格
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
』

、
、
、
、
、
、
。
、
、
、
畜
ヽ
ヽ
畜
ヽ
ヽ
、
・
、

．
．
．
．
．
．
．
 
、、

．． 

＂ 
．
．
．
．
．
 
。
、
、
、
、

．
．
．
 

自
か
ら
満
足
し
う
る
最
少
の
頒
前
で
あ
る
。
ま
た
地
主
は
こ
の
頒
前
以
上
を
借
地
人
に
残
し
て
や
る
心
組
み
は
殆
ん
ど

、
、
富
ヽ
｀
ヽ
畜
ヽ
、
、
畜
ヽ
ヽ
富
ヽ
｀
ヽ
、
。
、
、

と
を
、
併
せ
償
ふ
に
足
る
以
上
に
出
で
ぬ
や
う
に
努
め
る
。

、
、
。
、
、
、
富
ヽ
．
、
、
、
~
、
、
、
、

こ
の
頒
前
は
、
明
ら
か
に
借
地
人
が
損
失
を
蒙
ら
す
、

、
、
、
、
、
、
、
畜
ヽ
畜
。
、
、
＂
、
、
、
＂
、
、
。
、
、
、
、
、
、
、
畜
ヽ
ヽ
。
、
言
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
畜
ヽ
、
、
、

家
畜
及
び
そ
の
他
の
農
耕
用
具
を
買
入
れ
、
ま
た
保
存
す
る
資
本
と
、
そ
の
地
方
に
お
け
る
普
通
の
農
業
資
本
の
利
澗

畜
。
、
、
、
、
、
、
、
、

"
0

言
ヽ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。
、
畜
ヽ
ヽ
~
、
、
冒
ヽ
ヽ
ヽ

0

畜
ヽ
ヽ

0

、
、

地
主
は
そ
の
土
地
の
生
産
物
中
借
地
人
の
頒
前
と
な
る
部
分
を
、
借
地
人
が
種
子
を
買
入
れ
、
努
働
を
支
彿
ひ
、
且
つ

『
土
地
の
使
用
に
鉗
し
て
支
彿
は
れ
る
債
格
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
地
代
は
、
本
米
、
借
地
人
が
そ
の
土

奮
＂
ヽ
＂
~
、
、
、
、
、
。
~
畜
ヽ
ヽ
＂
ヽ
、
、
、

地
の
現
質
の
朕
態
に
お
い
て
支
彿
ひ
う
る
最
高
の
憤
格
で
あ
る
。
土
地
の
賃
借
契
約
の
條
件
を
決
定
す
る
に
虎
た
つ
て

る
|
ー
の
胃
頭
の
一
句
に
次
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
、

1

作
農
制
の
下
に
お
い
て
す
で
に
失
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
。
わ
れ
／
＼
は
端
的
に
資
本
主
義
的
土
地
所
有
に
闘
す

る
ス
ミ
ス
の
叙
述
を
究
明
す
る
こ
と
に
し
ゃ
う
。
彼
は
第
一
編
第
十
一
章
ー
—
ー
こ
の
章
は
ス
ミ
ス
地
代
論
の
主
章
で
あ

こ
の
一
章
句
の
中
に
資
本
主
義
的
土
地
所
布
の
全
特
質
が
描
き
出
さ
れ
て
ゐ
る
。
す
で
に
見
た
と
こ
ろ
に
従
へ
ば
、

衰
本
主
義
耽
會
の
基
本
的
階
級
は
資
本
家
と
努
働
者
と
地
主
と
で
あ
っ
た
。
さ
て
こ
＼
に
引
用
し
た
ス
ミ
ス
の
一
章
句

16) Adam Smith, ibid. BK. I. Chap. XI. p. 145.邦深」：巻 374-5汀



ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
土
地
所
有
形
態
論

に
よ
れ
ば
、

地
主
が
受
け
取
る
と
こ
ろ
の
地
代
は
、
生
産
物
、
も
し
く
は
そ
の
債
格
中
、
小
作
農
業
者
の
資
本
と
そ
の

資
本
に
釘
す
る
普
追
の
利
潤
と
を
支
彿
つ
て
後
に
浅
る
と
こ
ろ
の
超
過
額
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
，
と
こ
ろ
で
小
作
農

業
者
の
資
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
部
は
農
業
努
働
者
に
前
貸
さ
る
と
貨
銀
に
よ
っ
て
、
他
の
一
部
は
種
子
、
肥
料
、

農
耕
用
具
等
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
故
、
小
作
農
業
者
が
そ
の
資
本
と
そ
の
資
本
に
鉗
す
る
普
通
の

利
潤
と
を
阿
牧
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
彼
並
び
に
農
業
努
働
者
が
補
償
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ら
う
。
資
本
家

の
資
本
消
耗
部
分
と
利
潤
、
並
び
に
努
働
者
の
努
銀
は
、
生
産
物
債
格
の
第
一
次
的
な
分
解
部
分
で
あ
り
、
必
中
支
彿

は
れ
ね
ば
た
ら
ぬ
。
こ
れ
に
封
し
て
地
主
の
地
代
は
い
は
ば
そ
の
第

1

一
次
的
な
分
解
部
分
と
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

地
主
は
資
本
家
と
努
働
者
と
の
後
に
お
い
て
し
か
支
彿
ひ
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
小
作
農
業
者
と
彼
の
使
用
す

る
農
業
努
働
者
と
が
社
會
的
存
在
の
第
一
線
に
立
ち
現
は
れ
て
を
り
、
地
、
王
は
そ
こ
で
は
僅
か
に
第
二
次
的
な
存
在
と

し
て
前
二
者
に
依
存
す
る
闘
係
に
あ
る
こ
と
＼
な
っ
て
ゐ
る
。

資
本
主
義
的
秩
序
の
下
に
お
い
て
は
資
本
家
階
級
が
屁
會
的
生
活
の
唯
一
の
機
能
者
と
し
て
現
は
れ
る
。
封
建
的
秩

序
の
下
に
お
い
て
他
の
一
切
に
君
臨
し
た
土
地
所
有
は
、

い
ま
や
資
本
獨
自
の
作
用
に
よ
っ
て
資
本
の
背
後
に
退
却
せ

し
め
ら
れ
る
。
資
本
所
有
は
土
地
所
有
を
克
服
す
る
。
土
地
所
有
は
背
つ
て
の
絶
鉗
椛
を
喪
ひ
、

所
有
獨
占
と
士
地
そ
の
も
の
し
制
限
的
性
質
と
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
を
経
濱
的
に
賓
現
し
弓
る
に
す
ぎ

第

二

巻

こ‘」、

l

―ノ

ー'‘

い
ま
や
僅
か
に
そ
の

第

二

披

． 

七
4 、
ノ＇ヽ

library
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私
は
以
上
に
土
地
所
有
に
闘
す
る
ス
ミ
ス
の
一
聯
の
規
定
を
見
た
。
ま
づ
一
般
的
な
形
態
に
闘
す
る
規
定
を
、

で
歴
史
的
な
特
殊
語
形
態
に
闘
す
る
規
定
を
。

も
の
4
す
べ
て
で
あ
る
。

『
國
富
論
』
の
全
慌
を
通
讀
す
る
と
き
、
人
は
か
＼
る
―
つ
の
開
系
的
な
所
論
を
褻
見
し
う
る
の
で
あ
ら
う
。
そ
し
て

こ
の
褻
見
—
|
再
構
成
と
い
へ
ば
よ
り
適
切
で
あ
ら
う
ー
ー
＇
に
基
い
て
、
彼
れ
の
地
代
論
へ
の
理
解
は
一
歩
押
し
進
め

ら
れ
る
で
あ
ら
う
と
信
す
る
。

土
地
所
有
が
資
本
所
有
に
よ
っ
て
克
服
せ
ら
れ
、
従
つ
て
、
背
て
の
特
質
を
、
す
た
は
ち
絶
釘
的
櫂
力
を
喪
失
す
る
や

否
や
、
そ
れ
は
も
は
や
社
會
の
経
滸
的
秩
序
を
統
括
す
る
能
力
を
も
喪
失
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
い
ま
や
総
て
が
人
格
上
自

た
い
。

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
土
地
所
有
形
態
論

①

地

代

論

と

債

値

論

第

二

巻

ス
ミ
ス
の
地
代
論
に
お
け
る
予
盾
と
そ
の
意
義

天

七

第

二

披

勿
論
、
こ
れ
は
ス
ミ
ス
自
身
に
よ
っ
て
握
め
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、

ス
ミ
ス
は
よ
く
こ
の
事
情
を
明
か
に
し
て
ゐ
る
。

一
七
七

彼
れ
の

つ
い

こ
れ
私
が
恨
り
に
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
土
地
所
有
形
態
論
と
名
づ
け
た



ス
ミ
ス
は
封
建
祉
會
ー
ー
そ
の
社
會
の
基
礎
は
自
然
的
封
銀
経
清
で
あ
る
。
そ
し
て
領
＇
主
の
網
釘
的
椛
力
な
る
も
の

も
結
局
は
こ
の
基
礎
に
お
い
て
設
明
さ
れ
る
で
あ
ら
う
_
ー
＇
か
ら
資
本
、
主
義
社
會
へ
の
推
轄
を

『
努
働
生
産
力
の
改
菩
』

に
負
ふ
も
の
と
解
す
る
。
ま
た
こ
の
改
善
は
最
も
著
し
く
『
分
業
』
に
負
ふ
も
の
と
解
す
る
。
そ
の
こ
と
は
『
図
富
論
』

第
一
節
の
最
籾
の
一
孟
早
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
こ
L
に
引
用
す
る
第
四
章
の
胃
頭
の

一
布
句
に
お
い
て

こ
の
分
業
の
疲
逹
が
対
ら
し
た
と
こ
ろ
の
計
會
的
結
果
を
線
括
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
さ
て
こ
の
一
ふ
早
句
に
つ
い
て
み

。
、
、
、
、
・
、
・
、
、
富
ヽ
ヽ
ヽ
・
、
、
冨
。
、
、
・
、
、
、
畜

0
0

、
、
、

•
0

畜
ヽ
｀
ヽ
。
、
、
、
、
、

人
の
勢
働
の
生
産
物
の
う
ち
、
彼
が
欲
求
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
と
交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
欲
望
の
大
部
分
を

ヽ
嘗
ヽ
、
、
．
、
、
，
｀
ヽ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。
、
＂
。

充
足
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
各
入
は
交
換
に
よ
っ
て
生
活
す
る
、
或
は
或
ろ
程
度
に
お
い
て
一
個
の
商
人
と
た
る

そ
し
て
社
會
も
そ
れ
自
開
適
賞
に
商
業
社
會
と
呼
ば
る
L
と
こ
ろ
の
も
の
と
な
る
。
』

、
"
、
畜
ヽ
ヽ
言
ヽ
、
、
、
、
、
、
、
、
＂
、
、
、
、
、
畜
ヽ

0

畜
ヽ
、
、
、
、
、
、
、
‘
.
‘
冒
ヽ
、
、
、

か
に
そ
の
極
め
て
小
な
る
部
分
に
す
ぎ
ぬ
。
即
ち
自
己
の
消
費
を
超
過
す
る
自
己
努
働
の
生
産
物
の
過
剰
部
分
も
、
他

:

、

：

・

:

・

:

‘

、

:

、

、

:

・

:

：

・

・

:

‘

.

‘

、

・

:

‘

・

:

‘

、

針

『
分
業

一
た
び
完
全
に
確
立
せ
ら
る
L

と
き
は
、
各
人
が
自
己
努
慟
の
生
産
物
に
よ
り
充
す
と
こ
ろ
の
欲
望
は
、

の
根
本
的
問
題
の
解
決
に
嘗
り
偉
大
な
る
業
蹟
を
残
し
た
。

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
土
地
所
有
形
態
論

由
な
る
人
々
の
制
約
せ
ら
れ
ざ
る
活
動
に
基
い
て
遂
行
さ
れ
る
。

い
ま
や
社
會
生
活
の
再
生
産
行
程
は
封
建
的
大
土
地

所
有
の
絡
封
的
梱
力
に
代
つ
て
、
他
の
何
物
か
ゞ
こ
れ
を
統
括
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
て
ま
た
土
地
所
有
の
自
己
寅
現

の
方
法
も
こ
の
根
本
的
問
題
の
解
決
な
く
し
て
は
説
明
さ
れ
え
な
く
な
る
で
あ
ら
う
。

第

二

巻

さ
て
、

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
こ

一六
八

第

二

競

一
七
八

17) Adam Smith, ibid. BK. I. Chap. IV p. 24. 邦諜 上巻 132頁
18) Adam Smith, ibid. BK. I. Chap. I. p. S.邦膵 J：巻 100頁
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ゃ
う
。
人
は
い
ま
や
人
格
上
自
由
人
で
あ
る
。
す
べ
て
は
こ
れ
ら
の
人
格
上
自
由
な
る
人
々
の
行
動
に
よ
っ
て
腐
し
遂

げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
個
別
的
に
見
る
限
り
で
は
こ
れ
ら
の
人
々
の
行
動
は
自
由
で
れ
り
無
制
約
的
で
あ
る
に
拘
ら
す
、

全
罰
的
に
こ
れ
を
み
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
す
ぺ
て
一
全
開
と
し
て
の
交
換
網
朕
態
の
一
環
を
形
成
し
て
ゐ
る
。
人
は
そ
の
欲

す
る
財
貨
の
大
部
分
を
他
人
の
努
働
の
結
果
に
侯
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。

生
介
す
る
こ
と
が
で
き
ぬ
。
か
く
の
如
く
分
業
の
預
逹
に
伴
ふ
祉
會
的
結
果
を
こ
の
交
換
網
航
態
の
成
立
の
う
ち
に
看

取
し
た
彼
ば
、
さ
ら
に
こ
の
交
換
網
朕
態
に
お
い
て
『
自
然
的
に
遜
守
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
法
則
』
を
究
明
せ
ね
ば
た
ら
な

か
っ
た
＂
そ
し
て
こ
の
法
則
、
す
た
は
ち
債
値
法
則
こ
そ
は
領
主
の
絶
劉
的
椛
力
に
代
つ
て
現
は
れ
た
と
こ
ろ
の
、
祉

今
や
地
代
の
問
題
は
交
換
綱
朕
態
に
お
い
て
自
然
的
に
姦
守
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
法
則
ー
—
'
す
た
は
ち
憤
仙
法
則
ー
ー
_

に
成
功
し
て
は
ゐ
な
い
。

い
た
そ
こ
に
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
謡
々
の
規
定
の
幾
つ
か
は
、
平
面
的
に
こ
れ
を
み
れ
ば
、
『
そ

の
或
る
一
節
に
於
け
る
結
論
の
論
撮
』
は
『
そ
の
他
の
一
節
に
於
け
る
結
論
を
覆
へ
す
論
握
』
を
た
す
ほ
ど
に
、
前
後

と
の
闘
聯
に
お
い
て
説
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
、

ス、
t
r
〈
は
そ
の
場
合
決
し
て
自
ら
の
キ
張
を
一
貫
せ
し
め
る

②
ス
ミ
ス
地
代
論
の
諸
予
盾

會
的
生
活
の
再
生
産
行
程
に
お
け
る
新
た
な
る
統
括
者
な
の
で
あ
っ
た
。 一

人
は
こ
の
交
換
網
朕
態
へ
の
依
存
た
く
し
て
は

!9) Adam S1.ith, ibid. BK. I. Chap. IV. p. 30.すl環 j_倦 141頁
20)小泉信三氏『リカアドオ研究』 238頁



と
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
勁
で
あ
る
。

矛
眉
す
る
も
の
す
ら
あ
る
。
私
は
、
こ
の
小
論
に
お
い
て
、

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
土
地
所
有
形
態
論

が
、
規
本
的
規
定
だ
け
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
如
何
に
矛
府
し
て
ゐ
る
か
を
見
や
う
。

彼
は
そ
の
憤
値
論
に
お
い
て
三
つ
の
異
れ
る
原
理
を
併
存
せ
し
め
て
ゐ
る
。
そ
の
一
は
労
働
憤
値
原
理
で
あ
る
。

の
原
理
に
従
へ
ば
、
商
品
は
す
べ
て
、

れ
た
人
間
労
働
の
分
最
に
従
っ
て
或
る
一
定
の
大
い
さ
の
債
値
と
し
て
測
定
さ
れ
る
、
従
っ
て
憤
値
と
し
て
は
一
全
閥

的
た
も
の
で
あ
り
、

三
七

0

ス
ミ
ス
地
代
論
の
全
構
成
を
吟
味
し
て
ゐ
る
餘
裕
は
な
い

そ
れ
に
人
間
努
働
が
個
化
さ
れ
て
ゐ
る
が
故
に
慎
伯
を
有
す
る
、
ま
た
開
化
さ

こ
の
一
全
閤
と
し
て
の
憤
値
が
『
分
解
』
し
て
努
働
者
の
努
賃
、
衰
本
家
の
利
潤
、

を
『
構
成
』
す
る
、
と
規
定
さ
れ
る
。
そ
の
二
は
生
産
費
債
値
原
理
で
あ
る
。

こ
4
で
は
商
品
の
債
値
は
、
前
の
場
合

と
は
全
く
逆
に
、
努
賃
と
利
潤
と
地
代
と
の
集
成
に
よ
っ
て
『
構
成
』
さ
れ
、
そ
し
て
そ
の
大
い
さ
は
こ
れ
ら
の
各
構

成
部
分
が
そ
れ
人
＼
購
ひ
、
ま
た
は
支
配
し
う
る
と
こ
ろ
の
労
働
の
敷
簸
の
合
計
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る
、

れ
る
。
最
後
の
一
っ
は
『
必
要
憤
格
』
の
原
理
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
根
本
に
お
い
て
第
一
の
榮
慟
憤
値
原
理
の
一
愛

形
で
あ
る
。
す
な
は
ち
努
賃
、
利
潤
、
及
び
地
代
が
一
全
開
と
し
て
の
生
産
物
債
値
の
『
分
解
部
分
』
で
あ
る
と
倣
さ

れ
て
ゐ
る
限
り
に
お
い
て
は
、
第
一
の
努
働
債
値
原
理
の
場
合
と
何
等
異
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
た
ゞ
異
る
と
こ
ろ
は
、

地
代
だ
け
は
『
分
解
部
分
』
た
る
資
格
に
お
い
て
努
賃
及
び
利
潤
の
次
ぎ
に
位
ぴ
し
、

第

二

巻

こ

地
主
の
地
代

と
規
定
さ

い
は
ゞ
第
二
次
的
な
分
解
部
分
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さ
て
、

こ
れ
ら
三
つ
の
規
本
的
規
定
の
中
に
わ
れ
／
＼
は
次
の
二
つ
の
顕
著
な
る
矛
盾
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ら
う
。

第
一
に
、

地
代
を
商
品
債
値
の
『
分
解
部
分
』
た
る
地
位
に
置
く
の
と
そ
の
『
梢
成
部
分
』
た
る
地
位
に
置
く
の
と
は

釘
角
線
的
に
異
る
二
つ
の
見
解
で
あ
る
と
言
は
ね
ぱ
た
ら
ぬ
。
（
榮
賃
及
び
利
潤
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
へ
る
）
『

前
の
場
合
で
は
全
閣
が
前
提
さ
れ
る
、
後
の
場
合
で
は
全
閤
は
部
分
か
ら
生
れ
る
、
そ
れ
故
に
前
の
場
合
で
は
憤
格
が
第

一
次
的
、
決
定
的
た
も
の
と
し
て
現
は
れ
、
そ
れ
の
高
さ
は
全
個
と
し
て
一
二
牧
入
の
高
さ
を
決
定
す
る
。
け
れ
ど
も
後
の

場
合
で
は
憤
格
は
牧
入
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
と
し
て
現
は
れ
る
、
そ
れ
の
高
さ
は
後
者
の
高
さ
に
依
存
す
る
』
か

く
て
こ
れ
ら
二
つ
の
見
地
の
到
立
は
ア
ダ
ム
・
ス
、
ミ
ス
の
ー
つ
の
顕
著
な
る
矛
附
と
し
て
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
二
に
次
ぎ
の
如
き
顕
著
な
る
矛
眉
が
指
摘
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
以
上
二
つ
の
見
解
に
あ
っ
て
は
、
た
と
へ
地
代
は

債
値
の
『
梢
成
部
分
』
と
倣
さ
れ
る
に
も
せ
よ
、
ま
た
逆
に
『
構
成
部
分
』
と
倣
さ
れ
る
に
も
せ
よ
、

は
努
賃
並
び
に
利
潤
と
同
一
の
資
格
に
立
っ
分
配
範
喘
と
規
定
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、

い
て
は
地
代
の
み
は
第
一
一
次
的
な
『
分
解
部
分
』
と
し
て
他
の
二
つ
の
分
配
範
疇
か
ら
頴
別
さ
れ
て
し
ま
つ
て
ゐ
る
。

努
賃
及
び
利
潤
は
こ
れ
に
封
し
第
一
次
的
た
『
分
解
部
分
』
と
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
新
見
解
は
『
國
宮
論
』
第
一

節
最
後
の
一
窄
に
お
い
て
初
め
て
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

の
土
地
所
有
形
態
論
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス

第

二

巻

三
七
一

第

二

披

一
八

と
も
か
く
地
代

い
ま
ゃ
第
三
の
見
解
に
お

蛾
代
を
他
の
分
配
範
疇
と
順
位
の
上
で
翫
別
し
た
黙
で
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考
へ
る
か
ら
。

⑱
そ
れ
ら
の
矛
盾
の
再
吟
味

以
上
は
全
く
維
薄
た
説
明
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
す
ら
、

ア
ダ
ム
・
ス
ス
ス
の
土
地
所
有
形
態
論

他
の
何
れ
の
見
解
と
も
異
る
一
箇
の
新
た
た
る
見
解
で
あ
る

3

し
か
も
こ
の
甑
別
が
撹
つ
て
生
ナ
る
必
然
的
な
根
撮
は

こ
の
第
一
碕
何
れ
の
衣
に
お
い
て
も
展
開
さ
れ
て
ゐ
た
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
突
如
と
し
て
現
は
れ
た
こ
の
第
三
の

見
解
は
一
つ
の
新
た
な
る
矛
盾
を
附
加
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。

着
す
る
と
思
は
れ
る
詣
規
定
を
平
氣
で
併
存
せ
し
め
て
ゐ
る
こ
と
だ
け
は
充
分
に
看
取
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
學
者
は
し

ば
／
＼
こ
れ
ら
の
矛
盾
を
指
摘
し
｀

し
て
来
た
。
私
は
、
し
か
し
、

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
地
代
論
は
そ
れ
故
に
改
め
て
問
題
に
す
る
に
値
せ
ぬ
と
結
論

こ
れ
ら
の
明
白
な
る
矛
府
の
中
に
含
蓄
せ
ら
る
し
こ
と
が
ら
が
そ
も
／
＼
何
を
意
味
す

る
か
、
改
め
て
再
吟
味
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
る
。
け
だ
し
、

こ
れ
ら
の
矛
府
は
む
し
ろ
偉
大
な
る
観
察
者
と
し

て
の
、
ま
た
、
た
と
ヘ
一
貰
せ
る
理
論
を
樹
立
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
は
い
へ
、
と
も
か
く
偉
大
な
る
理
論
家
と

し
て
の
、
彼
れ
の
偉
大
な
る
特
質
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
れ
ら
の
矛
府
の
中
に
包
蔵
さ
れ
て
ゐ
る
彼
れ

の
偉
大
な
る
雨
面
を
理
解
し
、
且
つ
こ
れ
を
統
一
す
る
と
い
ふ
こ
と
の
中
に
ス
ミ
ス
研
究
家
の
箕
の
態
度
が
在
す
る
と

ス
ミ
ス
が
そ
の
峨
代
論
に
お
い
て
、
明
か
に
前
後
撹

箪
―
―
巻

t: 
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は、 す
見
解
の
引
立
に
つ
い
て
考
へ
て
み
や
う
。
し
か
し
、

第

二

巻

ま
づ
第
一
の
矛
盾
、
す
な
は
ち
地
代
を
憤
値
の
『
分
解
部
分
』
と
た
す
見
解
と
、
逆
に
憤
値
の
『
構
成
部
分
』
と
な

こ
れ
は
利
潤
並
に
努
賃
に
つ
い
て
も
言
ぴ
う
る
こ
と
で
あ
り
、

ぶ
般
的
に
努
頃
憤
値
原
珊
と
生
産
費
憤
値
原
理
と
の
矛
盾
と
し
て
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
ら
う
。
さ
て
、
こ
の
大
腑
た
る

矛
盾
に
驚
暖
す
る
前
に
、
む
し
ろ
わ
れ

l
＼
は
彼
れ
の
思
想
の
豊
富
な
る
こ
と
に
習
意
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

に
初
め
て
そ
の
主
要
な
る
貼
に
お
い
て
完
成
せ
ら
れ
た
る
債
値
論
が
わ
れ

l
＼
の
眼
前
に
展
開
さ
れ
て
ゐ
る
の
み
た
ら

す
、
同
時
に
そ
の
中
に
後
世
に
お
い
て
之
を
よ
り
よ
き
、
よ
り
完
全
な
る
、
よ
り
満
足
た
る
説
明
に
導
か
ん
と
し
た
種

々
の
特
殊
の
學
説
の
出
痰
貼
と
な
っ
た
殆
ん
ど
凡
て
の
思
想
並
び
に
原
理
を
見
出
す
。
わ
れ
／
＼
は
こ
れ
が
そ
の
凡
て

の
本
質
的
な
部
分
に
お
い
て
完
成
さ
れ
た
最
初
の
債
値
論
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
み
な
ら
中
、
理
論
的

ヽ

冒

畜

〇

研
究
が
全
ご
世
紀
の
永
き
に
亘
つ
て
、
彼
れ
の
思
想
の
賽
庫
を
つ
い
ば
む
こ
と
に
よ
つ
て
生
活
し
て
来
た
も
の
な
る
こ

g
 

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
』
（
傍
駄
は
ア
モ
ン
自
身
の
も
の
）

だ
が
、
更
ら
に
進
ん
で
、
こ
れ
ら
の
大
謄
な
る
矛
盾
は
わ
れ
／
＼
に
菫
大
な
る
こ
と
が
ら
を
啓
示
し
て
ゐ
る
。
彼
は

す
で
に
わ
れ
／
＼
の
見
た
如
く
、
封
建
社
會
に
お
け
る
櫂
力
理
に
代
つ
て
、
い
ま
や
査
本
主
義
社
會
に
お
い
て
全
開
的

に
経
清
生
活
を
そ
の
内
奥
に
お
い
て
統
括
す
る
と
こ
ろ
の
新
原
理
を
探
求
す
る
こ
と
を
意
閾
し
た
。
そ
し
て
こ
の
意
閾

一
應
、
努
働
債
値
原
理
の
樹
立
と
な
っ
て
賓
を
結
ん
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、

マ
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
土
地
所
有
形
態
論

こ
4
で
は
一
般
に
交
換
社
會
を
特
質

三七一――

第

二

輩

l

八
三

『
そ
の
中
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ス
ミ
ス
の
訣
貼
は
、

こ
れ
ら
二
つ
の
思
惟
方
法
、
二
つ
の
原
理
を
何
等
統
一
す
る
こ
と
た
く
、
た
ゞ
平
面
的
に
併
存

せ
し
め
た
こ
と
の
中
に
存
す
る
。
し
か
し
ス
ミ
ス
が
か
く
の
如
く
交
換
憤
値
、
債
値
の
源
泉
を
一
全
閤
と
し
て
の
投
下

努
働
に
求
む
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を
努
賃
、
利
澗
、
地
代
の
合
成
か
ら
導
き
出
さ
う
と
し
た
こ
と
は
、
彼
れ
の
債
値
論

の
混
氣
紛
糾
拾
取
す
ぺ
か
ら
ざ
る
ま
で
に
導
い
た
も
の
で
あ
る
と
云
は
ん
よ
り
は
、
彼
が
努
働
債
値
設
を
人
ー
る
限
り
、

資
本
家
的
祉
會
に
お
け
る
債
値
か
ら
の
債
格
へ
の
轄
化
を
不
充
分
な
が
ら
も
意
識
し
て
ゐ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ

て
、
寧
ろ
彼
れ
の
債
値
論
の
長
所
で
あ
る
と
も
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
彼
れ
の
債
値
論
の
矛
眉
は
、

の
思
惟
方
法
は
、
ア
モ
ン
の
言
へ
る
が
如
く
、

マ
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
の
土
地
所
有
形
態
論

づ
け
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
、
交
換
網
朕
態
の
内
部
に
潜
む
努
働
協
働
開
を
抽
象
的
に
解
剖
し
た
に
と
ゞ
ま
り
、
従
つ
て
こ

の
原
理
は
直
ち
に
現
賓
に
妥
嘗
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
か
く
て
生
産
費
原
趾
に
お
い
て
彼
は
立
場
を
代
へ
て
現

寅
の
経
験
的
な
事
賓
か
ら
、
す
な
は
ち
個
々
の
人
々
の
生
活
過
程
に
外
見
的
に
現
は
る
ま
し
の
事
象
か
ら
、
出
痰
し
直

す
。
前
者
は
抽
象
的
思
推
方
法
に
基
き
、
後
者
は
経
験
的
思
推
方
法
に
基
く
。
し
か
も
こ
の
雨
者
は
わ
れ
／
＼
の
理
論

的
思
惟
に
お
い
て
、

で
あ
ら
う
。

三
七
四

と
も
に
不
可
訣
的
で
あ
る
。
具
開
的
な
も
の
か
ら
抽
象
的
な
も
の
へ
の
上
昇
と
、
抽
象
的
な
も
の

か
ら
具
閲
的
な
も
の
へ
の
再
下
降
と
に
よ
っ
て
具
閤
的
な
も
の
へ
の
わ
れ
／
＼
の
理
論
な
理
解
は
初
め
て
可
能
と
な
る

ス
ミ
ス
は
こ
れ
ら
不
可
訣
的
な
二
つ
の
思
惟
方
法
を
わ
れ
／
＼
に
啓
示
し
て
ゐ
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
二
つ

『
そ
の
本
質
的
た
部
分
に
お
い
て
完
成
さ
れ
た
』
形
で
示
さ
れ
て
ゐ
る
。

第

二

巻

理
論
の
矛
府
の
外

第

二

聾

一
八
四
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て
置
き
た
い
と
い
ふ
心
組
み
か
ら
、
中
に
さ
し
は
さ
ん
で
置
い
た
。

第

二

巻

第

二

輩

了
八
五

に
、
現
賓
の
憤
値
、
憤
格
現
象
そ
の
も
の
と
矛
盾
の
一
反
映
で
あ
っ
た
と
も
云
は
れ
う
る
わ
け
で
あ
る
。
か
く
て
、

ス

ミ
ス
の
か
4

る
附
原
踵
の
間
の
矛
肘
は
、
そ
の
間
に
―
つ
の
中
項
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
統
一
に
導
く
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
ス
ミ
ス
憤
値
論
に
お
け
る
他
の
―
つ
の
原
理
ー
ー
需
要
供
給
の
原
理
—
ー
が
以
上
雨
原
理
の
媒

介
物
と
し
て
、
中
項
と
し
て
、
軍
大
な
る
役
割
を
課
せ
ら
る
＼
こ
と
＼
た
る
で
あ
ら
う
。

次
ぎ
に
第
一
一
の
矛
屑
の
意
義
を
間
明
す
る
こ
と
に
進
も
う
。
そ
れ
こ
そ
、

し
、
第
一
の
矛
盾
に
つ
い
て
以
上
に
述
べ
た
と
こ
ろ
は
、
こ
の
小
論
に
と
つ
て
蛇
足
で
は
あ
る
が
、
こ
の
第
一
の
矛
府
と

第
一
一
の
矛
府
と
は
ス
ミ
ス
地
代
論
の
債
伯
論
的
規
定
に
お
け
る
二
つ
の
規
本
的
た
矛
府
と
し
て
指
摘
さ
れ
来
っ
た
も
の

で
あ
り
、
詳
細
に
一
旦
つ
て
論
及
す
る
こ
と
の
で
き
ぬ
こ
の
小
論
に
お
い
て
せ
め
て
規
本
的
た
部
分
だ
け
に
で
も
論
及
し

さ
て
、
第
二
の
矛
肘
の
意
義
は
、

こ
の
小
論
本
来
の
課
題
で
あ
っ
た
。
し
か

こ
の
小
論
の
前
半
に
お
い
て
述
べ
た
ス
ミ
ス
の
土
地
所
有
形
態
論
を
按
用
す
れ
ば

明
瞭
に
理
解
さ
れ
う
る
で
あ
ら
う
。
『
固
富
論
』
第
十
一
章
に
至
り
、
何
等
の
豫
述
も
た
く
突
如
と
し
て
、
地
代
を
生
産

物
債
値
の
第
二
次
的
分
解
部
分
と
な
し
た
こ
と
が
、

こ
れ
ま
で
の
見
解
、
す
な
は
ち
地
代
を
他
の
分
配
範
鴫
と
同
位
の

債
値
分
解
部
分
と
倣
す
見
解
に
到
し
て
矛
屑
す
る
こ
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
ま
づ
第
十
一
章
以
前
の
詣
章
に
お
い
て
ス
ミ

ス
が
何
故
に
地
代
を
他
の
分
配
範
磨
と
甑
別
し
な
か
っ
た
か
に
つ
い
て
考
へ
て
み
や
う

J

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
彼
れ
の

マ
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
土
地
所
有
形
態
論

三
七
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あ
ら
う
。

マ
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
の
土
地
所
有
形
愈
溢

経
滑
躾
を
構
成
す
る
に
営
り
、
ま
づ
土
地
の
私
有
に
先
立
つ
原
始
社
會
の
解
剖
か
ら
始
め
て
、

つ
ぎ
に
上
地
が
私
有
さ

れ
て
ゐ
る
『
文
明
社
合
』
の
解
剖
に
這
入
っ
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
の
卜
地
の
私
付
と
は

k
地
の
私
有
一
般

に
外
な
ら
な
い
し
そ
こ
で
は
箪
に
土
地
所
有
の
獨
占
が
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
特
殊
な
歴
史
的
形
態
の
特

り
も
存
し
な
か
っ
た
。

質
は
問
題
と
な
っ
て
ゐ
な
い
。
従
つ
て
そ
れ
に
照
應
す
る
地
代
が
他
の
分
解
範
略
と
高
別
さ
る
べ
き
何
等
の
手
が
＼

こ
れ
第
ト
一
寇
以
前
に
お
い
て
他
の
分
配
範
略
と
同
位
に
骰
か
れ
た
所
以
で
あ
ら
う

3

第
十
一

衣
に
お
け
る
規
定
が
、
資
本
家
が
産
業
の
指
導
植
を
握
り
、
地
主
ば
た
ゞ
特
定
の

t
地
に
封
す
る
自
己
い
所
有
樅
を
設

定
す
る
に
と
ゞ
ま
り
、
発
業
の
指
導
と
は
直
接
な
ん
ら
の
闘
係
を
有
し
な
く
な
っ
た
特
定
の
歴
史
的
砂5
"
|—
'
査
本
主

義
祉
會
ー
—
ー
で
の
土
地
所
有
の
歴
史
的
特
質
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
小
論
の
前
半
に
お
い
て
す
で
に
開
系

的
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か
く
て
、

こ
の
策
十
一
ふ
早
以
前
の
規
定
と
第
十
一
章
の
規
定
と
は
、
互
ぴ
に
矛
盾
す
る

二
つ
の
規
定
と
し
て
ゞ
は
な
く
、
む
し
ろ
一
般
的
な
規
定
か
ら
特
殊
的
な
規
定
へ
の
獲
展
と
し
て
、
理
解
さ
る
べ
き
で

孟
紙
面
の
都
合
で
す
ぺ
て
の
註
と
ス
ミ
ス
の
原
本
か
ら
以
外
の
す
べ
て
引
用
並
び
に
考
証
は
こ
れ
を
削
除
せ
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
。
〕
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